
水
戸
市
は
、

明
治
一
一
十
三
年
四

役
員
が
広
報
紙
と
と
も
に

｢
自
治

を
育
成
す
る
た
め
、

連
続
講
座
の

ま
だ
統
一
さ
れ
て
い
な
い
状
況
と

月

日
全
国
で
最
初
に
市
制
が
施

会
加
入
の
し

お
り
｣
を
配
布
し
、

｢
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
｣
の
開
催

の
こ

と
で
あ
っ

た
。

行
さ
れ
た
三
十
一
市
の
う
ち
の
ひ

加
入
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、

や
、

｢
永
年
勤
続
ほ
う
賞
｣
｢
功
績

以
上
、

倉
田
副
会
長
の
閉
会
の

と
つ
と
し

て
水
戸
市
が
誕
生
し

た
、

市
で
は
、

市
民
課
に
よ
る
転
入
者

賞
三
善
行
賞
｣
な
ど
の
表
彰
式
を

挨
拶
に
よ
り
活
発
な
意
見
交
換
は

水
戸
黄
門
で
有
名
な
伝
統
あ
る
県

へ
の
し
お
り
の
配
布
や
、

建
築
指

年
一
回
実
施
し

て
い
る
が
、

役
員

終
了
し
ま
し
た
。

総
じ
て
当
厚
木

庁
所
在
地
の
市
で
あ
り
ま
す
。

導
課
に
よ
る
建
築
確
認
時
の
施
工

の
な
り
手
が
少
な
い
の
が
現
状
で

市
の
自
治
会
と
大
き
な
違
い
は
鑑ぶ

七

脂聯檜般勘餅確醐謙跡批朋
繃麗
鬮鰍鬮
離
醐
!

“

柱鴎銚⑦凄禄拔秘ご蜘鋤臥縦庭･
絶ち防
災
対
策
組
織
に
つ
い
て

火で洪褪め蝋旗鑓濶烟涼掩鸚

　

　　
　
　

艇*襲
鬘
鸚
榊
鱗

“

癪
翁
瓢
鹸
繃
鯨
磁
腱
滿漱
離
れ
皺
熟々
議樹

揚
に
寄
与
す
る
こ

と
｣
を
目
的
に

･

藝

撚、

啜

ゴ
ミ
回
収
方
法
に
つ
い
て

さ
れ
、

年
一
回
の
訓
練
が
実
施
さ

伝
わ
り
、

多
種
多
様
な
問
題
を
抱

百
二
十
九
名
の
参
加
に
よ
り
実
施

,

~

平
成
十
八
年
度
か
ら
可
燃
ご
み

れ
て
い
る
。

ま
た
、

防
災
訓
練
の

え
て
い
て
も
自
治
会
に
対
す
る
熱

さ
れ
ま
し

た
。

、

･

不
燃
ご
み
の
収
集
袋
有
料
化
、

内
容
と
し

て
、

水
害
、

地
震
が
一

意
と
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が

△□
比
日
鰤糊は執紋牝絵廳徽燦
、

灰

鰯嚢鴬飜擶

暸源で鯵枷装泄燃料截脱歓閼
搬胸餐魁孫が宰燃枦獅妙塘撤
偽胤瀕開先議鎗琺館船檜樺堵

舳鑑撻胎瀑嫉務め燬だ卦林柿
禰糠
三繊麗穣絆
送
濕蟷
,

講
5

承陳透集鬮照顧物畑取輝勘搦
話堺齪纏劍餐循鰍ぎ黛隧係、
漫ず感
想
を
持
。
た
次
第
で
“
リ

ス
三
台
に
分
乗
し

今
回
の
研
修
目

べ

測轉
鞭
察
し

烟

/
陷
の
報
側
金
を
交
付
し

て
い
る
o

特
に
意
見
交
換
等
の
実
施
に

最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、

こ

の

　　　　

　
　
　

的
地
で
あ
る
水
戸
市
に
向
か
い
ま

騙

も
,

鸚
妻

さ
ら
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
拠
点
回

つ
い
て

研
修
視
察
に
あ
た
り
･

小
林
市
長

し

た
。

"

、

ハ

讓ゞ
}

《

収
、

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
補

小
学
校
区
単
位
に
市
長
や
市
執

を
は
じ

め
、

関
係
職
員
の
皆
様
に

平成 2 1年 1 0月 1日

自
治
会
暴
評
舷
湿
醍
蝦
髻

三
陸
合
南
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

で
、
副
会
長
ご

山
"
本
妻
]

鳶
茂
{

助
と
し

て
電
動
式
主
眼
二
万
円
、

行
部
と
の
意
見
交
換
を

｢
市
民
懇

大
変
お
世
話
に
な
り
、

無
事
こ

の

茨
城
県
立
青
少
年
会
館

容
器
式
三
千
円
を
交
付
し

て
い
る
。

談
会
｣
と
し

て
年
一
回
実
施
し

て

研
修
が
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と

で
の
意
見
交
換
会
は
大
久

資
源
回
収
率
は
十
二
･

八
%、
(厚

い
る
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

自治組織に関する比較較
厚

22

9

保
副
会
長
の
進
行
に
よ
り

木
市
の
場
合
は
-

五
.

四
%)

⑦
協
議
会
全
体
と
し
て
、

抱
え

比

佐
藤
会
長
の
挨
拶
、

水
戸

③

自
治
会
未
加
入
者
が
自
治
会

て
い
る
課
題
等
に
つ
い

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
　

水戸市 厚木市

人 口 (人) 264 , 5 70
イ
ー

ソ̂‘

(3

つL

〔
と

7r

6

4

n
と

]̂〕

〔
と

世 帯 数 (世帯) 10 9 , 8 37

面 積 (K m ) 2 17 . 4 3 93 . 83

割合 (宅 地% ) 20 . O 35 . 5

割合 (その他% ) n〕nu8 に,〕4･
^
○

自 治 会 数 4･
つ
こ
n
こ

“
'

^
Uつこらと

自治会会員数 (最大) ×̂〕
^
○フー

･]̂〕n〕?し

自治会会員数 (最小) Q
U 6ワL

加 入 率 (% ) n〕nv7I 4-n〕7r

地 区 数 “Q
J に

J

交
換
に
入
り
ま
し

た
。

自
治
会
員
が
集
積
所
の
維
持
管

場
合
、

市
自
治
運
)
の
役
員
任
期

そ
の
主
な
内
容
の
概
要

理
を
し

て
お
り
、

加
入
促
進
を
図

は
二
年
と
な
っ

て
い
る
が
、

改
選

を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

っ

て
い
る
が
賛
同
を
い
た
だ
け
な

年
度
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

ま
す
。

い
の
が
現
状
で
あ
り
、

厚
木
市
と

実
質
毎
年
役
員
改
選
し

て
い
る
状

(4 ) 第 5 6 号

民

(

‐

‘

、

住

(

数

k
(
で

員

員

(

①
自
治
会
未
加
入
者
へ

同
じ
悩
み
を
も
っ

て
い
る
。

態
で
あ
り
、

最
大
の
悩
み
と
な
っ

口

帯

積"齢"蛤
総愈縊縊遅
鰍

勧枷圦瀬噸⑦取
“

④

珀治檜殻
“
“
後
継
‘
育
成

K於努で米勅椋烟酘槻歌坪鐡

未
加
入
世
帯
に
自
治
会

地
域
の
次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

併
し
、

町
内
会
と
自
治
会
組
織
が

め
る
ん
だ
と
言
う
心
構
え
で
、

新

･
戯
嶽
誇
簑
螫
も

專
斐
嚢
蒸
拷
装
礬

黙
ミ

　

　

　

　
　
　　
　
　　
　
　　　　
　
　
　　　　
　

　
　　　　
　
　
　
　　　　　　
　
　　　
　
　

シ
ス
テ
ム
を
迎
え
て
下
さ
い
。

私

も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

｢
モ
デ

ル
事
業
｣
に
参
加
し

ま
す
。

目
標

会

長

佐

藤

信

雄

に
向
か
っ

て
皆
様
ご
協
力
を
宣
し

副
会
長

大

久

保

盛

造

〈
お
願
い
致
し

ま
す
。

〃

倉

田

紀

夫

平成 2 1年 1 0月

治

発

会

会

目

自

社

議

　

　
　
　

　

　

　

　

　

目

鷺
ら

壽

り

か

リ

木
自治会連絡協議会広報部会
ユー 話 0 4 6 2 2 5 2 10リ

◎行政と協働で築く豊かな地域社会

◎みんなの手で育てようあすの自治

日

秋
空
高
く
ま
こ
と
に
さ
わ
や
か

地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
環
境
負

次
に
自
治
会
の
加
入
促
進
に
つ

会

計

鈴

木

泉

な
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

皆
様
方

荷
を
低
減
し
、

循
環
型
社
会
を
形

き
ま
し

て
は
既
に
98
%
に
な
っ

た

〃

宮

内

一

男

に
お
か
れ
ま
し

て
は
、

ま
す
ま
す

成
す
る
た
め
に
、

資
源
回
収
品
目

地
域
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

な
お

庶

務

関

戸

彰

ご
清
祥
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
ヒ

の
追
加
や
、

資
源
と
ご
み
の
収
集

,

層
の
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と

〃

潮

田

春

男

げ
ま
す
。

方
法
等
の
変
更
を
盛
り

込
ん
だ
も

思
い
ま
す
。

〃

中

野

正

義

日
ご
ろ
、

当
協
議
会
の
活
動
に

の
で
す
。

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

〃

小

泉

省

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く

玉
川
･

森
の
里
･

相
川
の
三
地
区

を
目
指
し
て
、

住
民
相
互
が
協
力

〃

香

取

昭

お
礼
申
し

主
げ
ま
す
。

で

(
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
)
半
年

し
、

連
携
し

合
っ
て
、

自
分
た
ち

〃

松

田

青

司

五
月
に
白
治
会
連
絡
協
議
会

の
間
行
っ

て
来
た
結
果
は
非
常
に

の
住
む
ま
ち
を
、

よ
り
良
く
し

て

〃

飛
鳥
井

光

台

総
会
も
終
わ
り
四
ヶ
月
を
す
ぎ
、

良
い
数
値
が
出
て
来
ま
し

た
。

三

い
く
た
め
に
も
、

皆
様
方
の
ご
努

〃

石

井

克

彦

そ
の
間
に
は
七
月
に
自
治
会
長
研

地
区
の
皆
様
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

力
に
よ
り
加
入
率
を
上
げ
て
行
き

〃

新

郷

道

人

修
視
察

(
水
戸
市
)
、

九
月
に
は

し

た
。

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力

〃

高

橋

京

一

敬
老
事
業
も
終
了
し
運
動
会
の
李

こ

の
結
果
を
ふ
ま
え
資
源
対
策

宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

理

事

大

川

弘

節
と
な
っ
て
来
ま
し

た
が
、

皆
様

課
に
よ
る
、

各
地
域
へ
の
説
明
会

最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、

当
協

〃

池

内

賢

一
“

身
体
に
気
を
つ
け
て
ご
活
躍
く
だ

も
ス
ラ

イ
ド
･

ハ
イ
プ
ラ
の
見
本

議
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、

“

志

水

武

志

さ
い
。

を
作
り

(
資
源
対
策
課
の
手
作
り
)
ド
記
の
体
制
に
よ
り

執
行
し

て
参

〃

山

田

政

美

さ
て
、

今
年
十
月
十
九
日
か
ら

九
月
に
は
説
明
会
も
終
わ
り
、

い

り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
協
力

〃

高

橋

範

穗

ス
タ
ー
ト
す
る
ご
み
減
量
化
･

資

よ
い
よ
ス
タ

ー
ト
で
す
。

皆
様
方

を
お
願
い
申
し

ヒ
ザ
、

ご
挨
拶
と

〃

山

本

茂

源
化
新
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
、

の
協
力
に
よ
り
目
標
を
達
成
し

ま

い
た
し

ま
す
。

〃

桐

生

正

夫

′
く
も

て′
＼
′
･

＼
も
鋭
い･{
し
い≧
′′
′

′

こ

ん

^

ご
み
減
量
北
淡
資
源
化
新
シ
ス
テ
ム
ス
タ
ー
ト

、“二
寵
し
うぶ
}“
*
“
こ
も

三

厚
木
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
“
袋
辱
群
"
学
そ

で
ノ

久ゞ
′＼
≧
･(′

‘･
＼

^

,

(ゞ

(人

、
)〉

~′)̂

>

き

て
》

〉
レ
＼

,

ゞ
~
,
′

#

)

"
鷲
扇
ご
云
げ
長
瀞
伜
きみ
藤
※が
信
三
雄
“メ＼

の

く

動

協

厚
自
電

な

づ
活
と

ん

を

城
な

政

行
集

　
　

　
　

　
　
　

ノ

＼

号56第

(1 ) 第 5 6号

し
よ

う
。

〃

三

橋

知

弘

〃

伏

見

勝

義

〃

井

上

正

美

小
瀬
村

泰

久

〃

関

口

正

昭

〃

大

貫

亨

〃

黄
金

井

秀

夫

"

藤

岡

秀

和

〃

森

屋

麒

義

〃

古

長

重

幸

監

事

鈴

木

睨

司

〃

柏

木

正

雄

月
指
せ
!

ミ
ッ

シ
ョ

ン
鮪

会

環
境
み
ど
り

部
資
源
対
策
課
の
皆

議総
長

様
ご=苦
労
さ
ま
で
し
た
o

新
シ
ス
テ
ム
が
始
ま
る
十
二
地

鑓
会

区
の
皆
様
方
に
は
こ

れ
か
ら
い
ろ

飴
藤

い
る
な
面
で
ご
砦=
労
さ
れ
る
と
思

柿
佐

い
ま
す
が
、

モ
デ
ル
事
業
を
行
っ

厚

て
い
た
だ
い
た
三
地
区
の
皆
様
方

か
ら
良
い
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、

今
度
は
皆
様
-

人
一
人
が
、

｢
モ
デ
ル
事
業
｣
を
始

僕はアース コ マ ンド
｢エコ レンジャー｣ です
ん よ く 、 い



平成 2 1年 1 0 月 1日

本
厚
木
駅
を
抱
え
る
当
自
治
会

は
、

活
気
あ
る
ま
ち
の
反
面
大
部

分
を
住
宅
地
で
占
め
、

環
境
浄
化

も
求
め
ら
れ
る
地
域
で
す
。

高
齢

者
に
優
し

い
町
と
し

て

｢
救
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
｣
事
業
(全
国
で
七

箇
所
実
施
)
の
推
進
と
｢
町
を
き
れ

い
に
す
る
会
｣
を
両
輪
と
し

て
、

高

齢
者
等
の
住
み
よ
い
町
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

(2 ) 第 5 6号

◆

冷
蔵
庫
に
付
け
た

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
事
業

は
、

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ

の
▼

環
と
し

て
高
齢
者
や
障
害
者
を
対

象
に
、

持
病
や
掛
か
り
つ
け
の
医

者
･

体
質
･

診
察
券
の
写
し

等
救

急
医
療
シ
ー
ト
に
書
き
、

冷
蔵
庫

会

長

厚
木
市
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数

は
、

平
成
十
三
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
が
続
い
て
き
ま
し

た
が
、

平
成
二
十
年
は
再
び
増
加
傾
向
に

転
じ

て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
依
知

北
地
区
は
市
内
で
も
っ

と
も
多
い

九
十
一
レ
件
の
増
加
と
い
う
状
況
に

あ
り
ま
す
。

こ

の
よ
う
な
中
、

依
知
北
地
区

安
心
安
全
な
ま
ち
会
議
で
は
地
区

内
十
三
自
治
会
の
民
間
車
両
一
台

ず
つ
に
青
色
回
転
灯
を
装
備
す
る
こ

の
側
面
に
設
置
し

万
一
の
救
急
医

と
に
な
り
ま
し

た
。

そ
し

て
毎
月

療
時
、

厚
木
消
防
署
の
協
力
を
得

第
一
土
曜
日
を

｢
依
知
北
防
犯
の

て
救
急
隊
員
に
医
療
情
報
を
提
供

日
｣
と
定
め
、

地
域
一
斉
の
自
主
防

し
、

迅
速
な
救
命
活
動
に
役
立
て

犯
活
動
が
始
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

現
在
、

自
治

そ
う
し

た
中
で
、

小
平
自
治
会

会
で
事
業
展
開
を
し

て
い
ま
す
。

は
山
際
、

猿
ヶ
島
防
犯
モ
デ
ル
地

町
を
き
れ
い
に
す
る
会
は
、

花

区
の
一
員
と
し

て
指
定
さ
れ
、

防

咲
案
内
人
と
し

て
公
園
･

歩
道
に

犯
対
策
に
取
り
組
み
始
め
ま
し

た
。

花
を
植
え
町
内
美
化
を
推
進
し
、

取
り
組
み
の
中
で
大
切
に
し

て
い

地
域
の
人
々

が
爽
や
か
に
生
活
で

る
こ

と
は
｢
自
分
た
ち
で
守
る
｣
と

き
る
環
境
と
し

て
い
ま
す
。

な
お
、

い
う
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

定
例
美
化
清
掃
を
通
じ

不
審
者
の

青
パ
ト
を
大
い
に
活
用
す
る
と
と

確
認
、

タ
バ
コ

の
吸
殻
･

道
路
清

も
に
、

自
治
会
員
全
員
が
都
合
の

掃
等
と
防
犯
巡
回
も
兼
ね
み
ん
な

つ
く
日

に
一
度
は
パ
ト
ロ
ー
し

こ

′′
′
▼

で
協
働
し

環
境
の
良
い
泉
町
を
め

参
加
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し

防
犯

ざ
し

て
活
動
し

て
い
ま
す
。

意
識
を
高
め
な
が
ら
、

『
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
』

8
6
8
滲
み
8
8
8
8
8
滲
み
8
湾

を
め
ざ
し
ま
す
。

自
分
た
ち
で
守
る
｣

青
バ
ト
を
大
い
に
活
用

平
自
治
会
読
′

水

豊
ぶ

ご

“

パ
ト
ロ
ー
ル
終
り
ま
し
た

異
状
あ
り
ま
せ
ん

睦
合
西
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

･
厚
木
市
立
睦
合
西
公
民
館

平
成
二
十
一
年
四
月
、

及
川
地

区
と
林
地
区
の
人
自
治
会
、

人
口

約
一
万
人
で
構
成
す
る
睦
合
西
地

区
自
治
会
連
絡
協
議
会
が
誕
生
し

ま
し

た
。

こ
こ

で
、

睦
合
西
の
象
徴
で
あ

り

ま
す
地
区
旗
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　合
　　
　襄

野
鳥
が
大
空
に
舞
い
上
が
る
と
こ

ろ
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
お
り
、

睦
合

西
地
区
の
未
来
に
わ
た
る
飛
躍
と

発
展
を
願
っ
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ

の
デ
ザ
イ
ン
は
、

林
中
学
校
美
術
部
二
年
生
の
佐
々

木
理
乃
さ
ん
が
描
い
た
も
の
を
採

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
協
議
会
は
発
足
し

て
半
年
で

す
が
、

｢
自
ら
の
手
で
明
る
く
元

気
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
｣
を

目
標
に
本
年
四
月
に
完
成
し
た
睦

写
真
の
睦
合
西
地
区
は
、

虹
と

合
西
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
(
公
民

期
と
鳥
を
モ
チ
ー
フ
に
し
、

及
川

館
)
を
拠
点
に
防
犯
や
交
通
安
全
、

地
区
住
民
と
林
地
区
住
民
と
の
深

環
境
問
題
な
ど
の
諸
活
動
を
地
域

い
友
情
と
強
い
絆
を
虹
の
架
け
橋

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

で
つ
な
ぎ
、

両
地
区
を
流
れ
る
荻

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

野
川
と
小
鮭
川
の
多
く
生
息
す
る

て
お
り
ま
す
。

み
は
る
野
は
、

こ
こ

数
年
急
速

に
居
住
者
が
増
加
し
、

平
成
-
-
十

一
年
八
月

日

現
在
、

世
帯
数
は

千
八
百
十
二
世
帯
人
口
は
三
千
六

百
二
十
六
人
で
す
。

そ
の
年
齢
構

成
は
三
〇
代
が
中
心
で
、

ご
夫
婦

共
稼
ぎ
が
多
く
、

全
世
帯
の
70
%

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
う

ち
、

自
治
会
加
入
は
九
百
五
十
二

世
帯
で
す
。

み
は
る
野
自
治
会
の
主
な
活
動

に
、

子
ど
も
達
の
夏
休
み
に
あ
わ

せ
開
催
さ
れ
る

(
み
は
る
野
夏
祭

り
｣
が
あ
り
ま
す
。

住
民
全
員
参

平成 2 1年 1 0月 l日

加
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
を
も
と
に
、

思
い
ま
す
。

又
、

宮
の
里
全
体
で
対
応
を
必

約
半
年
掛
け
、

住
民
手
作
り
の
模

新
年
度
各
単
位
自
治
会
の
新
体

要
と
す
る
問
題
は
全
体
で
協
議
し

擬
店
、

各
団
体
･

学
校
等
に
よ
る

制
が
出
来
た
と
こ

ろ
で
、

四
自
治

対
応
し

て
い
ま
す
。

ア
ト
ラ
ク

シ
ョ

ン
、

子
ど
も
達
の

会
の
役
員
が
集
ま
り
一
年
間
の
活

御
神
輿
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
に
開

動
の
確
認
と
役
割
分
担
を
決
め
ま

催
さ
れ
、

昨
年
は
約
三
千
五
百
人

す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
土
管
自

省
#
ぎ
す
ぎ
す
#
妄
言
す
ご
す

の
参
加
を
得
ま
し

た
。

治
会
は
基
本
的
に
は
行
事
毎
に
各

ま
た
、

今
年
度
は
防
犯
モ
デ
ル

自
治
会
持
ち
回
り
と
し

て
い
ま
す
。

地
区
の
指
定
を
受
け
、

月
に
〆
回

合
同
で
行
う
主
な
活
動
は
、

春

防
犯
防
災
部
部
員
に
よ
る
巡
回
パ

季
健
康
祭
り
へ
の
参
加
(五
月
)
、

南
毛
利
地
区
で勿鍋ゞ
番
目
の
対褓

ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

宮
の
里
納
涼
盆
踊
り
実
施
(
八
月

ご速読
議さ彰熟ん織ハ
灘
雄
馨

今
後
も
会
員
皆
様
の
協
力
の
も

)
、

総
合
防
災
訓
練
実
施
(
九
月

と
、

様
々

な
行
事
を
通
じ

て
絆
を

)
、

地
区
運
動
会
へ
の
参
加
(
十

増
南
毛
利
地
区
協ぢ
い
文
花
川
本
官
ぬ
稀
寮

持
ち
、

若
い
力
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
、

H
)
、

秋
季
健
康
祭
り
へ
の
参
加

驚
き
云
云
儘
長
瀞
筒
な
轉
井{者
英
…*“

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
、

故
郷
み

(
十
月
)
、

ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ

は
る
野
の
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て

ー
ル
大
会
へ
の
参
加
(
十
…

月
)
、

五
月
に
加
入
世
帯
五
百
の
新

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

及
び
移
動
交
番
(年
三
回
)
で
す
。

い
自
治
会
が
発
足
し

ま
し
た
。

と
て
と
と
と
て
て
ご
と
と
て

宮
の
里
地
区
の
自
治
会
活
動
に

つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

官
の
里
地
区
に
は
、

宮
の
里
中
央
、

官
の
里
第
一
住
宅
、

宮
の
里
二
丁

目
、

宮
の
里
束
の
四
白
治
会
が
あ

り
ま
す
。

四
自
治
会
全
体
で
行
う
活
動
及

び
各
自
治
会
で
行
う
活
動
が
あ
り

ま
す
が
、

こ
こ

で
は
四
自
治
会
合

同
で
行
う
活
動
を
紹
介
し

た
い
と

◆

総
合
防
災
訓
練
風
景

五
月
に
加
入
世
帯
五
百
の
新
し

い
自
治
会
が
発
足
し

ま
し
た
。

担

当
の
地
域
は
厚
木
市
文
化
会
館
を

は
さ
む
南
と
西
側
で
す
。

会
員
の

93
%
が
マ
ン
シ
ョ

ン
の
住
民
で
、

会
費
は
月
二
百
円
の
ス
リ
ム
な
自

治
会
で
す
。

明
る
く
楽
し

く
、

す

ぐ
や
る
、

や
る
気
集
団
の
自
治
会

で
す
。

住
民
と
の
対
話
に
心
が
け
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
二
回
実
施
し
、

対

話
集
会
も
開
催
し

ま
し

た
。

広
報

は
毎
月
発
行
し
、

八
月
の
納
涼
祭

に
は
あ
っ
ぎ
中
学
校
の
女
子
生
徒

二
十
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加

し
、

四
百
名
余
の
子
ど
も
が
来
場

し

ま
し

た
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
登

場
で
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

九

月
の
文
化
講
演
会

｢
毛
利
季
光
と

北
条
時
宗
｣
に
は
多
数
の
歴
史
フ

ァ

ン
が
出
席
し

ま
し

た
。

自
治
会

は
防
犯
･

防
災
問
題
を
優
先
に
取

組
み
、

厚
木
市
か
ら
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

モ
デ
ル
地
区
指
定
を
受
け

た
活
動
に
入
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
、

防
犯
灯
の
充
実
整
備
、

カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
、

青
色
パ

ト
カ
ー
二
台
に
よ
る
定
期
的
巡
回
、

集
中
降
雨
時
冠
水
場
所
の
側
溝
清

掃
、

美
化
清
掃
等
で
す
。

◆

納
涼
祭

◆

夏
祭
り

(3 ) 第 5 6号


